
森林帯を飛翔するイヌワシそこに集まったヘビ類（右）
台風によって形成された林冠ギャップ（左）と、

　イヌワシは北半球に広く分布する大型のワシです。
草原や荒野に生息し、ノウサギなどを捕食しています。
しかし、森林国である日本では、密集した樹木が邪魔に
なり、イヌワシはノウサギを捕獲することができません。
このため日本のイヌワシは、雪崩や台風によって形成された
「樹木の倒壊地」（以下、林冠ギャップとする。）を使い、
そこに集まるヘビ類を捕獲しています。
　日本でイヌワシを保全するには、林冠ギャップとヘビ類
の両方を管理することが大切です。

イヌワシの保全に関する研究
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↓

A1 サイズ（841×594, 拡大縮小なし）にて出力して裏打ちしたのち、
四隅のトリムマークで裁断して A2パネル（594×420）としてください。！ ！


